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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第40期
第１四半期
累計期間

第41期
第１四半期
累計期間

第40期

会計期間

自平成23年
３月１日
至平成23年
５月31日

自平成24年
３月１日
至平成24年
５月31日

自平成23年
３月１日
至平成24年
２月29日

売上高（千円） 463,984 720,8233,006,008

経常損失（千円） △31,646 △30,201△106,680

四半期（当期）純損失（千円） △30,277△136,225△176,150

持分法を適用した場合の投資利益

（千円）
－ － －

資本金（千円） 848,800 848,800 848,800

発行済株式総数（株） 1,518,0001,518,0001,518,000

純資産額（千円） 1,597,1401,315,0201,451,246

総資産額（千円） 14,709,95113,409,32013,835,095

１株当たり四半期（当期）純損失

金額（円）
△20.43 △91.92 △118.86

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

１株当たり配当額（円） － － －

自己資本比率（％） 10.9 9.8 10.5

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、「連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移」に

ついては記載しておりません。 

２．売上高については、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在するものの１株当たり四

半期（当期）純損失であるため記載しておりません。 

　

　

２【事業の内容】

　当第１四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。また、主要な関係会社に

ついても異動はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した事

業等のリスクについての重要な変更はありません。
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２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。 

　

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

　

(1) 業績の状況

　当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災からの復興需要や企業の生産活動の回復基調により個

人消費が緩やかに持ち直しているものの、欧州債務危機に伴う海外景気の下振れ懸念、原油高や円高の長期化など、

依然として厳しい状況で推移しております。

不動産業界におきましては、景気低迷に伴う個人所得の減少や雇用情勢の悪化などに対する先行き懸念は依然と

して存在するものの、各種住宅取得促進政策の効果もあり、不動産取引は一定の回復傾向を見せております。

　このような状況のもと、当社は宅地開発・販売事業として宅地開発３物件13区画、賃貸・管理事業として商業施設

等11物件の事業活動をいたしました。　

  この結果、当第１四半期累計期間の業績は、売上高720,823千円（前年同期比55.4％増）、営業利益22,794千円（前年

同期比4.6％増）、経常損失30,201千円（前年同期は31,646千円の損失）、四半期純損失136,225千円（前年同期は

30,277千円の損失）となりました。

　

　セグメント別実績は、次のとおりとなります。

①　開発・販売事業

　開発・販売事業は、宮城県仙台市（１物件）、神奈川県横須賀市（１物件）及び愛知県名古屋市（１物件）、宅

地開発・販売を行い、合計13区画を引渡し、売上高は204,480千円（前年同期比213.1％増）となりました。また、

セグメント利益は10,503千円（前年同期比79.5％増）となりました。

②　賃貸・管理事業

　賃貸・管理事業は、北海道内（６物件）、神奈川県横浜市（１物件）及び石川県河北郡（１物件）の商業施設、

ならびに秋田県秋田市（１物件）、東京都豊島区（１物件）及び熊本県下硯川町（１物件）の土地・建物賃貸な

ど、合計11物件の賃貸・管理を行い、売上高516,343千円（前年同期比29.5％増）、セグメント利益65,748千円

（前年同期比13.2％減）となりました。　

　

(2）財政状態の状況

　当第１四半期会計期間末における総資産につきましては、前事業年度末に対し425,774千円減少の13,409,320千円

となりました。これは主に販売用不動産の減少183,644千円、有形固定資産の減少184,537千円によるものでありま

す。

　負債合計は前事業年度末に対し289,549千円減少の12,094,300千円となりました。これは主に借入金の減少による

ものであります。

　純資産合計は136,225千円減少の1,315,020千円となりました。これは利益剰余金の減少によるものであります。

　

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期累計期間において、新たに当社が対処すべき課題の発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記

載した当社が対処すべき課題についての重要な変更はありません。

　

(4）研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 4,800,000

計 4,800,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成24年５月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成24年７月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 1,518,000 1,518,000
名古屋証券取引所

（セントレックス）

単元株式数

100株

計 1,518,000 1,518,000 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。　

　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　　　　該当事項はありません。
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（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。 

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金
残高（千円）

 平成24年３月１日～

 平成24年５月31日 
－　 1,518,000 －  848,800 － 4,800 

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。 
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（７）【議決権の状況】

  当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成24年２月29日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

 

①【発行済株式】

　 平成24年５月31日現在

 区分  株式数（株）  議決権の数（個）  内容

 無議決権株式  －  －  －

 議決権制限株式（自己株式等）  －  －  －

 議決権制限株式（その他）  －  －  －

 完全議決権株式（自己株式等）  普通株式　     36,000  －  －

 完全議決権株式（その他）  普通株式　  1,481,800  14,818  －

 単元未満株式  普通株式　　　　　200  －  －

 発行済株式総数          1,518,000  －  －

 総株主の議決権  －  14,818  －

　

②【自己株式等】

　 平成24年５月31日現在

  所有者の氏名

  又は名称
  所有者の住所

  自己名義所有

  株式数（株）

  他人名義所有

  株式数（株）

  所有株式数の

  合計（株）

発行済株式総数

に対する所有株

式数の割合

（％）

 株式会社ゲオエステート
 名古屋市千種区今池

１丁目５－10
36,000 － 36,000 2.37

 計  － 36,000 － 36,000 2.37

 　

２【役員の状況】

該当事項はありません。　

　

EDINET提出書類

株式会社ゲオエステート(E04086)

四半期報告書

 7/16



第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期会計期間（平成24年３月１日から平成24

年５月31日まで）及び当第１四半期累計期間（平成24年３月１日から平成24年５月31日まで）に係る四半期財務諸

表について、三優監査法人による四半期レビューを受けております。

３．四半期連結財務諸表について

　当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

前事業年度
(平成24年２月29日)

当第１四半期会計期間
(平成24年５月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 189,596 116,326

売掛金 201,092 208,912

販売用不動産 1,554,698 1,371,054

仕掛販売用不動産 485,635 486,015

その他 51,922 84,601

流動資産合計 2,482,945 2,266,909

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 3,534,224 3,459,947

土地 6,854,085 6,743,319

その他（純額） 7,268 7,773

有形固定資産合計 10,395,578 10,211,040

無形固定資産 1,984 1,901

投資その他の資産 954,587 929,468

固定資産合計 11,352,149 11,142,410

資産合計 13,835,095 13,409,320

負債の部

流動負債

工事未払金 100 100

短期借入金 1,675,000 1,542,000

1年内返済予定の長期借入金 551,847 500,754

1年内償還予定の社債 28,000 28,000

その他 214,437 211,901

流動負債合計 2,469,385 2,282,756

固定負債

社債 102,000 88,000

長期借入金 7,276,170 7,199,340

関係会社長期借入金 1,450,000 1,450,000

その他 1,086,293 1,074,203

固定負債合計 9,914,463 9,811,543

負債合計 12,383,849 12,094,300

純資産の部

株主資本

資本金 848,800 848,800

資本剰余金 4,800 4,800

利益剰余金 614,169 477,943

自己株式 △16,523 △16,523

株主資本合計 1,451,246 1,315,020

純資産合計 1,451,246 1,315,020

負債純資産合計 13,835,095 13,409,320
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（２）【四半期損益計算書】
【第１四半期累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期累計期間
(自　平成23年３月１日
　至　平成23年５月31日)

当第１四半期累計期間
(自　平成24年３月１日
　至　平成24年５月31日)

売上高 463,984 720,823

売上原価 358,458 632,843

売上総利益 105,526 87,980

販売費及び一般管理費 83,731 65,186

営業利益 21,794 22,794

営業外収益

消費税等還付加算金 1,378 －

不動産取得税還付金 126 1,172

買取債権取立益 600 －

その他 176 145

営業外収益合計 2,281 1,317

営業外費用

支払利息 47,531 47,658

その他 8,190 6,655

営業外費用合計 55,722 54,313

経常損失（△） △31,646 △30,201

特別利益

固定資産売却益 － 149

特別利益合計 － 149

特別損失

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 3,761 －

減損損失 － ※
 104,869

解約違約金 5,000 －

特別損失合計 8,761 104,869

税引前四半期純損失（△） △40,408 △134,921

法人税、住民税及び事業税 323 323

法人税等調整額 △10,454 980

法人税等合計 △10,130 1,303

四半期純損失（△） △30,277 △136,225
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【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　　　該当事項はありません。  

    

【追加情報】

当第１四半期累計期間
（自　平成24年３月１日
至　平成24年５月31日）

　（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）　

　　当第１四半期会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の訂

正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計

基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月4日）を適用しております。　

 

【注記事項】

（四半期損益計算書関係）

前第１四半期累計期間
（自　平成23年３月１日
至　平成23年５月31日）

当第１四半期累計期間
（自　平成24年３月１日
至　平成24年５月31日）

－

　

※当第１四半期累計期間において、次の資産について固定

資産減損損失を計上いたしました。

用途 場所　 種類　
減損損失

（千円）

　賃貸物件
熊本県

熊本市

土地   104,869

合計 　104,869

　当社は、個別物件単位でグルーピングを行っております。

上記資産については、賃貸事業目的で保有しておりました

が、早期に売却することを決定したため、帳簿価額を回収

可能価額まで減額し、104,869千円を減損損失として特別

損失に計上しております。　

　なお、当該資産の回収可能価額は、正味売却価額により測

定しており、正味売却価額は売買契約金額を基礎に算定し

ております。

　

　

　

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期累計期

間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は次のとおりであります。　

　

　前第１四半期累計期間

（自　平成23年３月１日

　　至　平成23年５月31日）

　当第１四半期累計期間

（自　平成24年３月１日

　　至　平成24年５月31日）

　減価償却費 45,274千円 45,434千円
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期累計期間（自　平成23年３月１日　至　平成23年５月31日）

　　配当金支払額 

 決議 株式の種類
 配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額

（円）

 基準日  効力発生日 配当の原資 　

 平成23年５月27日

　定時株主総会
 普通株式 14,820  10

 平成23年　

２月28日

 平成23年　

５月30日
 利益剰余金 　

　

Ⅱ　当第１四半期累計期間（自　平成24年３月１日　至　平成24年５月31日）

　　該当事項はありません。

　　

（持分法損益等）

　該当事項はありません。 
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期累計期間（自平成23年３月１日　至平成23年５月31日）　

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

（単位：千円）

　 報告セグメント

調整額

（注）１

四半期損益計算

書計上額　　

（注）２
　 開発・販売事業 賃貸・管理事業 計

　売上高 　 　 　 　 　

　(1）外部顧客への売

上高
　65,301 　398,682 　463,984　　　－ 　463,984

　(2）セグメント間の

内部売上高又

は振替高

　　　－ 　　 　－ 　 　　－ 　　　－ 　　 　－

計 　65,301 　398,682 　463,984　　　－ 　463,984

セグメント利益 　 5,851 　 75,785  　81,637 △59,842　 21,794

（注）１．セグメント利益の調整額△59,842千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であり、

主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

該当事項はありません。

　

Ⅱ　当第１四半期累計期間（自平成24年３月１日　至平成24年５月31日）　

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

（単位：千円）

　 報告セグメント

調整額

（注）１

四半期損益計算

書計上額　　

（注）２
　 開発・販売事業 賃貸・管理事業 計

　売上高 　 　 　 　 　

　(1）外部顧客への売

上高
　204,480 　516,343　720,823 　　　－ 　720,823

　(2）セグメント間の

内部売上高又

は振替高

　　　－ 　　 　－ 　 　　－ 　　　－ 　　 　－

計 　204,480 　516,343　720,823 　　　－ 　720,823

セグメント利益 　 10,503 　 65,748  　76,251△53,457 　 22,794

（注）１．セグメント利益の調整額△53,457千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であり、

主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　　

　賃貸・管理事業セグメントにおいて、賃貸事業目的で保有しておりました資産を早期に売却することを

決定したため、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、104,869千円を減損損失として特別損失に計上して

おります。　
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期累計期間
（自　平成23年３月１日
至　平成23年５月31日）

当第１四半期累計期間
（自　平成24年３月１日
至　平成24年５月31日）

　　１株当たり四半期純損失金額 20円43銭 91円92銭

（算定上の基礎）   

四半期純損失金額（千円） 30,277 136,225

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純損失金額（千円） 30,277 136,225

普通株式の期中平均株式数（株） 1,482,039 1,481,960

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１

株当たり四半期純利益金額の算定に含めなかっ

た潜在株式で、前事業年度末から重要な変動が

あったものの概要

－ －

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期純損失金額

であるため記載しておりません。

　

　

（重要な後発事象）

　　　　該当事項はありません。　

　

２【その他】

　 該当事項はありません。 
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成24年７月13日

株式会社ゲオエステート

取締役会　御中

三優監査法人

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 海藤　丈二　　印

 業務執行社員  公認会計士 八代　英明　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ゲオエス

テートの平成24年3月1日から平成25年2月28日までの第41期事業年度の第1四半期会計期間（平成24年3月1日から平成24

年5月31日まで）及び第1四半期累計期間（平成24年3月1日から平成24年5月31日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、

四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を

表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半

期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ゲオエステートの平成24年5月31日現在の財政状態及び同日をもって終

了する第1四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められな

かった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

        ２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。 
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